
Festa Sum
m

er M
U

ZA K
aw

asaki 2020

（2020年7月1日現在）

02_0724_イッツ・ア・ピアノワールド_5k　外面

ホール内は小さな音でもよく響きますので、ご協力をお願いいたします

演奏中の入退場はご遠慮ください。

全席指定の公演です。ご自分のお席でお聴きください。

時計のアラーム・時報などは設定の解除をお願いいたします。

許可のない写真撮影、録音、録画は固くお断りいたします。

ホール内客席では携帯電話、スマートフォンなど全ての電子機器の電源
をお切りください。タブレット端末など光を発する機器も、周囲の方の
鑑賞の妨げとなりますので、ご使用にならないようお願いいたします。

鈴のついたアクセサリー、お手荷物などは演奏中に音が出ないよう、
十分ご注意ください。また、アメの包み紙を開ける音にもご注意 
ください。

※ 曲が終わったとき、音が消えゆく余韻を十分に味わってから、拍手をお送り
ください。

【補聴器をお使いの皆さまへ】
補聴器が正しく装着されていることをご確認いただきますよう、お願いいた
します。

ホール内での飲食はご遠慮ください。

新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため、ご協力をお願いいたします。
【お客様へのお願い】
※ マスク着用、手指消毒にご協力ください。
※ 終演後は、スタッフが扉を開けるまでお待ちいただ
き、空いている扉から混雑を避けてお帰り下さい。
※ 出演者への面会はできません。出演者への花束・
プレゼントもご遠慮ください。
※ 万一、クラスター（感染集団）の発生が明らかになっ
た際、保健所に入場者の情報を提供する場合がご
ざいます。

【館内設備について】
※ クローク、ドリンクコーナー、ショップの営業はございま
せん。
※ 冷水器の使用は停止しております。
※ 換気のため、通常よりも空調を強めにしております。また、
隣席を空けているため、普段よりも寒く感じる場合がご
ざいます。（ブランケットの貸し出しは中止しております）
※ アンコール曲は公演後、当ホールホームページに掲載
いたします。

ご登録お願いします

神奈川県　LINEコロナお知らせシステム

会場内に掲示しているQRコードを読み取ってください。
新型コロナに感染された方が発生した際、保健所の調査
上必要と判断された場合にLINEメッセージが届きます。

※ 来場日ごとに、QRコードの読み取りをお願いします。

サマーミューザは全公演ラ
イブ配信を実施しております。
客席内と舞台上に映像収録
カメラが入りますので、予め
ご了承ください。

● 感動をもう一度！アーカイブ配信で 
本日の演奏をお楽しみいただけます。 
配信期間：公演翌日12：00～8/31（月）23：59

1公演 1,000円
●アンコール曲  ●ほぼ日刊サマーミューザ ONLINE! 

●アンケート  ●パートナーショップ特典  　
はこちらの特設サイトより

https://tiget.net/tours/summermuza2020/ https://www.kawasaki-sym-hall.jp/festa/

主催：川崎市、ミューザ川崎シンフォニーホール（川崎市文化財団グループ）
後援： 川崎市教育委員会、公益社団法人 日本オーケストラ連盟、 、
助成：　　　　　  文化庁文化芸術振興費補助金（劇場・音楽堂等機能強化推進事業）｜独立行政法人日本芸術文化振興会
映像・音響制作：YouClassics
協力：株式会社東京MDE、エヌ・ティ・ティ・スマートコネクト株式会社

             

ミューザ川崎シンフォニーホール ホールスポンサー ミューザ川崎シンフォニーホールの公演事業は、ホールスポンサーの皆様によって支えられています。

法人
【特別賛助会員】
NTTアドバンステクノロジ株式会社
川崎幸病院
川崎信用金庫
川崎フロンターレ
キヤノン株式会社
サントリーホールディングス株式会社
大本山川崎大師平間寺
三井不動産グループ
株式会社ヨドバシカメラ

【賛助会員】
税理士法人あおぞら会計
味の素株式会社 川崎事業所
アルファクス株式会社
株式会社イープラス
ENEOS株式会社

有限会社エムシーエス・デザインズ
神奈川臨海鉄道株式会社
川崎アゼリア株式会社
公益社団法人川崎市医師会
川崎市信用保証協会
公益社団法人川崎市病院協会
一般社団法人川崎市薬剤師会
川崎鶴見臨港バス株式会社
川崎日航ホテル
かわさきファズ株式会社
川崎臨港倉庫埠頭株式会社
株式会社きんでん
株式会社ケイエスピー
ケイジーケイ株式会社
京浜楽器株式会社
株式会社さいか屋 川崎店
公益財団法人JFE21世紀財団
株式会社シグマコミュニケーションズ

セレサ川崎農業協同組合
髙橋昌也税理士・FP事務所
株式会社デイ・シイ
東亜石油株式会社
株式会社 東芝
東洋ロザイ株式会社
日本窯炉株式会社
ぴあ株式会社
富士電機株式会社
ホテルメトロポリタン 川崎
株式会社ムーブエイト
ヤマハサウンドシステム株式会社
　　　　　　　　＊
大宮町町内会
共奏・ドリームフィルハーモニーオーケストラ
遊園電子工房

 他1法人

個人
阿部　孝夫
磯野　和久
市橋信一郎
井上　敏昭
遠藤　智和
大木志乃生
大越麻美子
大塚　具幸
小笠原　将
岡野　　功
小野　洋彰
金山　直樹
喜多　紘一
久住　映子
小菅みつほ
後藤　　実
小林　知子

斉藤　隆徳
佐藤　　亨
佐藤　晴茂
鈴木　　徹
関口 浩・三代子
高橋　美子
竹内　啓介
都築　　豊
中村紀美子
西山　英昭
橋本ゑみ子
長谷川喜代江
林　　直人
平野　信子
廣瀨　治昇
前田　　泉
松本　武巳
山内　利夫

山下　啓史
山田　昌克
N. A

他匿名6名
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It's a Piano World

7/24金・祝

● 開
かいえん
演

11：00
 

● 終
しゅうえんよてい
演予定

12：00
(途
とちゅうきゅうけい
中休憩はありません）

曲
きょくもく
目  

モーツァルト：ピアノ・ソナタ 第
だい
11番

ばん
「トルコ行

こう
進
しんきょく
曲付

つ
き」から 第

だい
2、3楽

がくしょう
章 〔10分〕

第
だい
2楽
がくしょう
章　メヌエット ― トリオ 

第
だい
3楽
がくしょう
章　トルコ風

ふう
ロンド：アレグレット

ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ 第
だい
8番
ばん
「悲

ひ
愴
そう
」 〔18分〕

第
だい
1楽
がくしょう
章　グラーヴェ ― アレグロ・ディ・モルト・エ・コン・ブリオ

第
だい
2楽
がくしょう
章　アダージョ・カンタービレ

第
だい
3楽
がくしょう
章　ロンド：アレグロ

《質
しつ
問
もん
コーナー》 事

じ
前
ぜん
に募
ぼしゅう
集した、皆

みな
様
さま
からお送

おく
りいただいた質

しつ
問
もん
に小

お
川
がわ
典
のり
子
こ
さんが答

こた
えます！

武
たけみつ
満 徹

とおる
：雨
あめ
の樹

き
 素
そびょう
描 〔4分〕

ショパン：バラード 第
だい
1番
ばん
  〔10分〕

※演
えん
奏
そう
時
じ
間
かん
は目

め
安
やす
です。

出
しゅつえん
演  

ピアノ： 小
お
川
がわ
典
のり
子
こ

※出
しゅつえんしゃ
演者・公

こうえんないよう
演内容につきましては変

へんこう
更が生

しょう
じる場

ば
合
あい
がございます。

■出演者プロフィール

©武藤章

ピアノ： 小
お
川
がわ
典
のり
子
こ
  Noriko Ogawa, Piano

英国と日本を拠点に世界各国へ演奏旅行を行う他、国際コンクールでの審査、マスタークラスなど国
際的で多彩な活動を展開中。英国ギルドホール音楽院教授、東京音楽大学特任教授、ミューザ川崎シ
ンフォニーホール・アドバイザー、「ジェイミーのコンサート」主宰、NAS英国自閉症協会文化大使、
イプスウィッチ管弦楽協会名誉パトロン、浜松国際ピアノコンクール審査委員長、国際音楽コンクー
ル世界連盟理事。文化庁芸術選奨文部大臣新人賞受賞、川崎市文化賞受賞。2017年これまでの貢献
をたたえて英国ギルドホール音楽院より「フェロー」の称号が授与された。BISより34枚を超える
CDをリリース。2015年からサティ没後90年を記念してサティのピアノ独奏曲全曲録音を開始。既
に好評発売中の第1弾、第2弾に続き2020年7月には第3弾「ヴェクサシオン」が発売された。
オフィシャルHP　http://www.norikoogawa.com/

● ホールアドバイザー小川典子企画 ●

超絶技巧のロシアン・ピアニズム
11月7日（土）14:00開演

浜松国際ピアノコンクール覇者と審査委員長が贈る、2台ピアノ
ピアノ：イリヤ・ラシュコフスキー
ピアノ：小川典子

曲　目： ボロディン：歌劇「イーゴリ公」より ダッタン人の踊り 
ストラヴィンスキー：バレエ音楽「春の祭典」 
ラフマニノフ：交響的舞曲

● チケット　※ご購入のお席は、前後左右を空けた席になります。 
・全席指定：4,000円（友の会：3,600円） 
・U25（小学生から25歳）：1,500円（友の会割引なし） 
   ※対象：小学生以上

● お問合せ・申し込み： ミューザ川崎シンフォニーホール 
TEL：044-520-0200（10時～18時）
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■モーツァルト： ピアノ・ソナタ第
だい
11番

ばん
 

「トルコ行
こう
進
しんきょく
曲付

つ
き」から第

だい
２、３楽

がくしょう
章 

モーツァルトが作
さっきょく
曲したピアノ・ソナタ第

だい
11番

ばん
は、３つの楽

がくしょう
章で成

な
り立

た
っていま

すが、今
き ょ う
日は優

ゆう
雅
が
なメヌエットの第

だい
２楽
がくしょう
章と、「トルコ行

こうしんきょく
進曲」と呼

よ
ばれる第

だい
３楽
がくしょう
章

を聴
き
いてもらいます。トルコ（オスマン帝

てい
国
こく
）の軍

ぐん
楽
がく
隊
たい
が奏
かな
でる行

こうしんきょく
進曲は、１拍

ぱく
目
め
に

シャーン！とシンバルを鳴
な
らすような、とても派

は
手
で
な音
おん
楽
がく
です。ヨーロッパの人

ひと
々
びと
は

そうしたトルコ行
こうしんきょく
進曲の特

とくちょう
徴から大

おお
いに刺

し
激
げき
をうけました。モーツァルトもそのユニ

ークな特
とく
性
せい
をこの第

だい
３楽
がくしょう
章に取

と
り入

い
れています。

■ ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ第
だい
8番
ばん
「悲

ひ
愴
そう
」

「悲
ひ
愴
そう
」という言

こと
葉
ば
は、この曲

きょく
の楽
がく
譜
ふ
が初
はじ
めて出

しゅっぱん
版されたときに「悲

ひ
愴
そう
的
てき
な大
だい
ソナタ」

（Grande Sonate pathétique）と表
ひょうし
紙に印

いん
刷
さつ
されていたことから、タイトルのよう

に定
ていちゃく
着しました。このソナタはベートーヴェンが27歳

さい
のときに作

さっきょく
曲したものです。

それまでに彼
かれ
が作
つく
ったソナタは、先

せん
輩
ぱい
作
さっきょくか
曲家のハイドンやモーツァルトの影

えいきょう
響を大

おお
い

に受
う
けたものでしたが、このソナタにはベートーヴェンらしい情

じょうねつてき
熱的でドラマティッ

クな表
ひょうげん
現がみられます。第

だい
１楽
がくしょう
章は、深

しん
刻
こく
なムードの序

じょ
奏
そう
や、左

ひだりて
手の素

す
早
ばや
い動
うご
き（ト

レモロ）と右
みぎ
手
て
の駆

か
け上

あ
がるような音

おん
型
けい
が印
いんしょうてき
象的です。第

だい
２楽
がくしょう
章はゆったりと穏

おだ
やか

な音
おん
楽
がく
です。第

だい
３楽
がくしょう
章には心

こころ
に残
のこ
るメロディーが現

あらわ
れます。

■ 武
たけ
満
みつ
 徹
とおる
：雨
あめ
の樹

き
 素
そびょう
描

しずくが木
こ
の葉

は
をしたたり落

お
ちる様

よう
子
す
がイメージされ、濡

ぬ
れた木

き
の香
かお
りが漂

ただよ
ってき

そうな、とても美
うつく
しいピアノ小

しょうひん
品です。手

てびょうし
拍子ができるようなはっきりとしたリズム

や、口
くち
ずさめるようなメロディーは登

とうじょう
場しませんが、樹

じゅ
木
もく
や雨
あめ
といった自

し
然
ぜん
のもつ雰

ふん

囲
い
気
き
が繊
せん
細
さい
に描
えが
き出

だ
されています。この曲

きょく
は武
たけ
満
みつ
徹
とおる
さんが1982年

ねん
に作
さっきょく
曲しました。

10年
ねん
後
ご
には「雨

あめ
の樹

き
 素
そびょう
描Ⅱ」という曲

きょく
も作
つく
っています。武

たけみつ
満さんは河

かわ
、海
うみ
、雨
あめ
とい

った、さまざまな形
かたち
となる「水

みず
」からインスピレーションを得

え
て、いくつもの作

さく
品
ひん
を

残
のこ
しました。

■ ショパン：バラード第
だい
1番
ばん

「バラード」とは、物
ものがたり
語や伝

でん
説
せつ
を歌

うた
った中

ちゅうせい
世イギリスの歌

うた
を起

き
源
げん
とした音

おん
楽
がく
です。

ショパンはピアノ曲
きょく
のジャンルとしてバラードを作

つく
り、４曲

きょく
を残
のこ
しています。第

だい
１番
ばん

は何
なに
かを暗

あん
示
じ
するような序

じょ
奏
そう
にはじまり、やがて３拍

びょうし
子のメランコリックな舞

ぶ
曲
きょくふう
風の

テーマが聞
き
こえてきます。次

し
第
だい
にテンポを上

あ
げ、感

かんじょう
情の大

おお
きな波

なみ
を迎
むか
えたかと思

おも
うと、

やがて柔
やわ
らかく愛

あいじょう
情に満

み
ちた２つ目

め
のテーマが聞

き
こえてきます。ショパンらしい甘

あま
さ

と激
はげ
しさを兼

か
ねそなえた聴

き
きどころの多

おお
い作
さく
品
ひん
です。

作さ
っ

曲き
ょ
く

家か

ひ
と
り
ひ
と
り
の
個こ

性せ
い

が
輝か

が
や

く

ピ
ア
ノ
名め

い

曲き
ょ
く

の
世せ

界か
い

文
＝
飯い

い
田だ

有あ
り
抄さ

■ピアノと作
さっ

曲
きょく

家
か

をめぐる気
き

になるエピソード
作
さっきょく
曲家

か
とピアノはきってもきれない関

かんけい
係です。

今
き ょ う
日演

えん
奏
そう
される曲

きょく
の作

さっきょく
曲家

か
たちは、どのようにピアノと関

かか
わってきたのでしょうか。

文＝飯田有抄　イラスト＝SUNNY.FORMMART／向井勝明

○ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト（1756～1791）
オーストリアのザルツブルクという街

まち
で生

う
まれ、小

ちい
さな頃

ころ
から音

おん
楽
がく
の

才
さい
能
のう
を発
はっ
揮
き
します。５歳

さい
で初
はじ
めて作

さっきょく
曲し、鍵

けん
盤
ばん
楽
がっ
器
き
の演
えん
奏
そう
もとても上

じょうず
手

で、人
ひと
々
びと
から「神

しん
童
どう
」と呼

よ
ばれました。そんなモーツァルトが６歳

さい
のとき、

オーストリアの王
おう
様
さま
と王
おう
女
じょ
様
さま
の前
まえ
で初
はじ
めて演

えん
奏
そう
したときのこと。小

ちい
さな

モーツァルトはなんと王
おう
女
じょ
さまのおひざの上

うえ
に飛

と
び乗

の
り、首

くび
に抱

だ
きつい

てキスをしたそうです。モーツァルトのピアノ音
おん
楽
がく
には、そんな彼

かれ
の素

す

直
なお
な茶
ちゃ
目
め
っ気

け
が表
あらわ
れていますね。

○ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン（1770～1827）
ベートーヴェンが生

い
きていた時

じ
代
だい
のピアノは今

いま
よりも鍵

けん
盤
ばん
の数
かず
が少

すく
な

く、音
おと
の出

で
る仕

し
組
く
みもずいぶんと違

ちが
っていました。「新

あたら
しいモノ好

ず
き」

だったベートーヴェンは、ピアノメーカーに「もっとこうしたほうがいい」
とアイディアを出

だ
したり、新

しん
型
がた
ピアノの音

おん
域
いき
、ペダル、強

きょうじゃく
弱の変

へん
化
か
など

を思
おも
う存
ぞん
分
ぶん
使
つか
って、新

あたら
しい表

ひょうげん
現に満

み
ちたソナタを作

つく
り続
つづ
けました。そん

な最
さい
新
しん
鋭
えい
のベートーヴェンの音

おん
楽
がく
は、きっと当

とう
時
じ
の人
ひと
々
びと
の耳
みみ
をいつも驚

おどろ

かせたことでしょう。

○武
たけ
満
みつ
徹
とおる
（1930～1996）

武
たけ
満
みつ
徹
とおる
さんは、音

おん
楽
がく
大
だい
学
がく
などには行

い
かずに、ほとんど自

じ
分
ぶん
で作
さっきょく
曲を

勉
べんきょう
強して日

に
本
ほん
を代
だいひょう
表する作

さっきょくか
曲家となりました。若

わか
い頃
ころ
にはまだ自

じ
分
ぶん
のピ

アノを買
か
うお金

かね
のなかった武

たけ
満
みつ
さんは、道

みち
を歩
ある
いていてピアノの音

おと
が聞

き

こえてくると、その家
いえ
を訪
たず
ねて「弾

ひ
かせてください」と頼

たの
んでいたそう

です。頼
たの
まれた家

いえ
の人
ひと
たちはみな親

しん
切
せつ
に、若

わか
い武
たけ
満
みつ
さんにピアノを貸

か
し

てくれました。後
こうねん
年美

うつく
しいピアノ作

さく
品
ひん
を生

う
むこととなった武

たけ
満
みつ
さんの才

さい

能
のう
は、そうした日

ひ
々
び
に支
ささ
えられていたのです。

○フレデリック・ショパン（1810～1849）
「ピアノの詩

し
人
じん
」と呼

よ
ばれるほど、ピアノを通

つう
じて想

おも
いを表

あらわ
すことの

できたショパン。ポーランドで生
う
まれ、フランスのパリで活

かつ
躍
やく
をしたシ

ョパンは、当
とう
時
じ
パリで人

にん
気
き
のあった「プレイエル」というデリケートな

音
ね
色
いろ
をもったピアノをとても愛

あい
していました。恋

こい
人
びと
といっしょにマヨル

カ島
とう
へと旅

たび
したときにも、プレイエルの小

ちい
さなアップライト型

がた
のピアノ

を運
はこ
び込

こ
みました。旅

たび
先
さき
での嵐

あらし
の夜
よる
、そのプレイエルで名

めいきょく
曲「雨

あま
だれの

エチュード」を作
さっきょく
曲したと言

い
われています。


